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研究成果の概要（和文）：本課題は，大学における情報倫理教育の改善を目的としたオンラインコースの開発と
運用を行ったものであり，成果は「学認連携Moodle(https://security-learning.nii.ac.jp/)」で公開されてい
る．同システムは2016年12月現在102機関(国公立大学32，私立大学15．国立高専52．その他3)から129,581 ログ
インを記録するなど利用が拡大している. 3年間の具体的な成果として(1)情報倫理オンライン教育の標準化事例
を示すことができた(2)多言語化を推進できた(3)大規模LMSの運用に関する知見を得ることができた.

研究成果の概要（英文）：In this research project, we aimed at improvement of information ethics 
study in universities. We developped and operated the online courses on "GakuNinMoodle (https:
//security-learning.nii.ac.jp/)".
The courses are used by 102 institutions (Public university 32, Private university 15, College of 
technology 52, Others 3), 129,581 login.
As concrete results of three yeas, we can obtain (1) an example of standard online courses of 
information ethics; (2) multilingualization; (3) the knowledge regarding large-scale LMS 
administration.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
コンピューター,ネットワークが大学などに 
おける教育研究活動基盤となり,情報セキュ
リティインシデント抑止のための様々な取
り組みがなされている.ウイルス対策ソフト
やファイアウォール,侵入検知システムの導
入などの技術的対策は,その抑止に一定の効
果がある.しかしながら,不注意による情報漏
洩,不正アクセス,著作権侵害など全てを防ぐ
ことは困難であり,情報倫理に関する教育を
効果的に行う必要がある.情報倫理教育につ
いて,様々な取り組みが報告されているが,次
に示す 3 つの問題があり,重要であるにもか
かわらず徹底が困難であるのが実情であっ
た. 
(1)内容の標準化に対する意識が希薄 
コンピューターとネットワークは専門に関
係なく,すべての学生,教職員が利用するもの
である.したがって,情報倫理教育については
担当者の裁量を認めつつ,標準化された教育
内容を周知することが重要である. 
(2)留学生への対応が困難 
日本における 2013年 5月 1日現在の留学生
数は 137,756 人で 全学生の 5%を占める.し
かしながら,その多数の母語である中国,韓国
語への対応は後回しになっている.とりわけ, 
P2P ファイル共有ソフトの利用による著作
権侵害について,出身国によって意識の違い
が指摘されていることから,留学生を含めた
情報倫理教育が急務である. 
(3)持続可能性が低い 
情報倫理教育に限らず, e ラーニングコンテ
ンツの課題は継続的な改訂である.情報倫理
教育の性質上,その推進のためコンテンツの
改訂を ICT の進歩に合わせ持続できる,柔軟
でメンテナンス性の高い枠組みが必要であ
る. 
２．研究の目的 
本研究課題では持続的情報倫理 eラーニング
コンテンツ/プラットフォームの開発を推進
するため,前述の 3 つの問題点に対応した,次
の研究開発を進めていく. 
(1)標準化 
既存のコンテンツを時代の変化に応じ改訂
することを通して,またプラットフォームで
ある LMS について将来を見据えた選択を行
い,情報倫理教育の標準化指針を提供する. 
(2)多言語化 
標準化された教育内容を e ラーニング化し,
日本語だけでなく英語,中国語,韓国語でも提
供することを通じて,その効果を検証する.ま
た LMSの多言語化に積極的に参画する. 
(3)持続性の追求 
コンテンツと LMS を持続可能な形で刷新・
運用する手法の確立を目指す. 
３．研究の方法 
本研究課題では,3 つの項目について, 3 ヶ年
の研究開発を実施する.平成 26年度に既存コ
ンテンツの改訂を完了し,平成 27年度 4月よ
り,国立情報学研究所において,新コンテン

ツとして公開する.公開後の 1年間は, LMSの
持続的運用のための知見を得ることと,利用
者のフィードバックを収集する.平成 28年度
は得られた知見,フィードバックをコンテン
ツと LMS に反映する.より詳細には次の通り
である. 
平成 26 年度の計画 
(1)標準化 
本研究で開発を進める学習コンテンツは「高
等教育機関における情報セキュリティポリ
シー」(サンプル規程集)を参照している. 同
規程集は 2011 年 4 月に実施された「政府機
関の情報セキュリティ対策のための統一基
準」に対応するための改訂を行っている.平
成 26年度はその刷新を受け,日本語版コンテ
ンツの改訂を進める.また,コンテンツその
ものの形式,配信プラットフォームとなる
LMS についても,SCORM, Moodle に限定するこ
となく,コンテンツ形式, LMSの選定のための
仕様を別途策定し,仕様に基づき,国立情報
学研究所との連携で構築を進める. 
(2)多言語化 
(1)で改訂された日本語コンテンツの完成を
受け,英語,中国語,韓国語への翻訳を含めた
開発を進める.この際,研究経費で計上して
いる謝金でそれぞれの言語と情報倫理に通
じているネイティブスピーカーの協力を依
頼し,情報倫理に関する意識が比較的高い日
本の文化的背景を理解してもらうことに特
に留意する. 
(3)持続性の追求 
これまでの研究開発で,申請者は何らかの取
り組みを持続させるための鍵は,それにかか
わる方,この場合は利用者の声をフィードバ
ックし反映させることであるとの知見を得
ている.そこで,新・倫倫姫コンテンツの完
成・公開と同時に利用者からの評価を迅速に
行えるようなWebアンケートシステムを構築
する. 
平成 27 年度以降の計画 
(1)標準化 
前年度開発したコンテンツ内容とコンテン
ツ形式, LMS の運用を開始する. 
(2)多言語化 
本研究課題では多言語をサポートしている
LMS を採用することになっているが,多くの
場合ボランティアによるもののため翻訳が
不完全なものであったり,限られた利用者に
しか通じない語彙であったりする場合が散
見される.本研究課題で, 4言語にわたり同一
内容のコンテンツを開発した成果をLMSの翻
訳プロジェクトに提供する(たとえば
moodle.orgでは121ヶ国語への翻訳がボラン
ティアで行われている). 
(3)持続性の追求 
LMS に限らず Web システムは多人数の同時使
用時にパフォーマンスが低下するという問
題を抱えている.このようなボトルネックの
解消のための抜本的対策を行うため,複数サ
ーバによる負荷分散構成への改修および追



加リソースの適用を行い, LMS の継続的運用
体制を確立することを目指す.また,平成 26
年度に整備したWebアンケートシステムを用
い,新コンテンツの客観的評価のためのアン
ケートを実施する.アンケート結果は LMS お
よびコンテンツ内容の改訂などに反映させ
る.持続性を保つためには利用者からの要望
に応え,機能追加を行うことも必要である.
現在運用している「学認連携 Moodle 講習サ
イト」に寄せられているものだけでも,学認
による認証連携の利点である匿名性を保ち
ながらも,受講記録を教員が確認したいとい
う要望や,各機関が独自のコンテンツを登録
して利用する場合に,高専機構など複数の機
関が独自のコンテンツをグループとして共
有することや,大学の学務情報システムとの
連携を行ないたいという声がある.このよう
なコンテンツの改訂やLMSの追加機能開発に
は運用システムとは別の環境を構築するの
が望ましい.この際,研究経費にて計上して
いる開発用レンタルサーバを研究期間中一
貫して継続利用する. 
４．研究成果 

本研究課題の成果として公開された「倫倫姫
と学ぼう！情報倫理」と「学認連携 Moodle」
は，全国の学認(学術認証フェデレーション)
参加機関から利用可能であり，図 1に示す通
り，2016 年 12 月現在 102 の機関(国公立大学
32，私立大学 15．国立高専 52．その他 3)か
ら合計 129,581 ログインがあるなど利用が
拡大している. 以下，より詳細な成果を 3つ
の研究項目にしたがって列挙する. 
(1) 標準化 
既存のコンテンツを時代の変化に応じ改訂
することを通して, またプラットフォーム
である LMS について将来を見据えた選択を
行い, 情報倫理教育の標準化指針を提供す
る. 平成 26 年度は, Flash で構成されてい
るコンテンツの HTML5 化を進め, 日本語版
を公開した. また, 受講者の意見を入力で
きる Web フォームの運用を行った. LMS に
ついては多言語化の充実と学認 (学術認証
フェデレーション) への対応が可能である
ことから引き続き Moodle を採用した. 平

成 27 年度は, コンテンツ形式について検討
を行い, LMS によってその対応が不完全であ
る SCORM 2004 からより汎用性の高い SCORM 
1.2 への変更を行った. また,受講者の意見
を入力できる Web フォームの運用を行った. 
LMS については多言語化の充実と学認(学術
認証フェデレーション)への対応が可能であ
ることから引き続きMoodleを採用した.平成
28年度はHTML5に基づいたコンテンツ再生速
度変更機能を追加することでユーザの要望
に応えた. また LMS のバージョンアップと
200 人の同時アクセスに対応するためのサー
バリソースの強化を行った. 
(2) 多言語化 
標準化された教育内容を e ラーニング化し, 
日本語だけでなく英語, 中国語, 韓国語で
も提供することを通じて, その効果を検証
する. また LMS の多言語化に積極的に参画
する.平成 26年度は, 高等教育機関のための
情報セキュリティのためのサンプル規定集
の改訂に追従し, 日本語, 英語, 中国語, 
韓国語についてコンテンツのシナリオ改訂
を進め，日本語版コンテンツの HTML5 化を実
施した. 平成 27 年度は, Flash で構成され
ているコンテンツの HTML5 化を進め, 英語, 
中国語, 韓国語版を公開した. 加えて, LMS
を独自にカスタマイズしている部分に対す
る翻訳文字列の提供と, メンテナンス告知
など運用レベルで必要となる多言語化につ
いても可能な限り行った.平成 28年度はネイ
ティブスピーカーを含めた月例ミーティン
グを行い，ユーザからの要望やコメントに対
応することに注力した. その結果，当初の開
発時には見落していたコンテンツの言語間
の不整合などを修正することができた. 
(3) 持続性の追求 
コンテンツと LMS を持続可能な形で刷新・
運用する手法の確立を目指す.コンテンツを
実運用している学認連携 Moodle は平成 26 
年 9 月の全国の国立高専からの一斉アクセ
スにシステムが一時対応できなかった. 平
成 26 年度はこのアクセス状況を踏まえたシ
ステムレベルでのチューニングを行い, 同 
10 月の一斉アクセスには対応することがで
きた. 同システムでは, 受講記録の取得に
大きなシステム負荷がかかることが報告さ
れていたため, 平成 27 年度には，受講の徹
底と受講記録の取得時のシステム負荷軽減
のため, Moodle の Conditional Activities
を活用したコンテンツの分離を行った. こ
れにより, 利用者が全てのコンテンツを受
講していることが保証され, 利用機関が受
講記録を取得しやすくなった. 平成 28 年度
はコンテンツのアクセス記録を可視化する
手法の検討と実装を進めた. 加えて，まとめ
として利用者が受験する「総合テスト」の問
題について古典的テスト理論，ならびに誤答
分析によりテスト問題の改善を行った. さ
らに，学習の冒頭に受験する「プレテスト」
の実装についても検討を行った.  

図 1 学認連携Moodleの月毎のログイン

回数と利用機関数 
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学認連携 Moodle 
https://security-learning.nii.ac.jp/ 
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